











An Experiment on the Going-out Behavior of Elderly Residents 
























































回のみが 14 件と多いが、その一方で 7回、9回もある。外出時間は 67 分～ 600 分、平均 295.2
分である。詳細をみると 280 分以上については仕事や実家の手伝い、会合参加、講演会参加な






































































NK-2 1 90 2.1








































YK-2 4 265 15.7
平均 4.8 272.1 27.8
表 1　対象者の外出頻度、外出時間、移動距離の概要
16
に分類した。発生件数は、「買物」が 68 件中 25 件と最も多く、次いで「仕事」「用事」が 12 件，
11 件である。
外出先（目的地）までの自宅からの距離（行動範囲）は 500m以下、500m～ 1km、1km～
2kmがほぼ同程度で 14 ～ 15 件である。3km以上は 21 件で、うち 5km以上は 6件ある。
移動手段について当初、生活利便性の高い地域のため徒歩や自転車で気軽に出かける、ある
いは遠方への場合はバスや地下鉄などの公共交通機関の利用が多いのではないかと予測してい
たが、車 29 件が最も多く、次いで自転車 20 件、徒歩 6件、公共交通機関（私鉄、市バス、タ





と 1km以下に集中し、つまり 1km圏内の自宅から近い場所が約 7割を占める。手段は車利用
が 10 件と最も多く、次いで自転車 8件、徒歩は 5件である。このことから近い場所であっても
表 2　外出内容、移動手段、行動範囲の件数
京都市街地
外出内容 （件） 手段 （件） 行動範囲 （件）
買物 25 徒歩 8 500m以内 17
用事 11 自転車 22 1000m以内 15
地域貢献 7 車 29 2000m以内 14
趣味 12 単車 0 3000m以内 10
仕事 9 公共機関 6 5000m以内 3
交流 4 5000m以上 9
運動 0
兵庫県T地域
外出内容 （件） 手段 （件） 行動範囲 （件）
買物 12 徒歩 31 500m以内 32
用事 10 自転車 12 1000m以内 16
地域貢献 2 車 24 2000m以内 5
趣味 6 単車 3 3000m以内 8
仕事 9 公共機関 0 5000m以内 1
















被験者は 60 ～ 75 才の女性 8名（前期高齢者 6名、後期高齢者 2名）である。家族人数、家
族構成について独居が 1名、夫婦 2人暮らしが 2名、こどもやこども世帯と同居が 4名、8人
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得られなかった）外出頻度について、1人 1日につき平均 4.8 回、4～ 5回と外出頻度が多く、1












が最も多く 24 件、1km以下は 15 件と続き自宅周辺付近の外出が多い。一方で 5km以上の遠
方も 7件ある。移動手段は、徒歩 25 件が多く、次いで車 23 件と続き、徒歩による近辺への外
出が多いといえる。他に単車 2件である。公共交通機関の利用はない。尚、車は 1人を除き 7
人が自分で運転している。






































対象地（n） 必要行動 ⇔ 任意行動＋社会行動（計）
京都市街地（13） 48 ⇔ 0+20 （20）








験者の年齢が 60 才～ 90 才と幅が広いことに関しては前期高齢者と後期高齢者など分けて検討
を行う必要があり、外出を妨げない地域環境のあり方に対する提案を行うべく今後さらにデー
タの蓄積を行っていく。尚、本研究は平成 27 年度京都ノートルダム女子大学研究助成を受けて
行った。
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